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３年後期
以降

身近な話題に関するまとまりのある英文を聞
いて、概要や要点、話し手の意向などを理解
することができる。
【評価】活動の観察 リスニングテスト

身近な話題に関するまとまりのある英文を読
んで、要点や書き手の意向・考えを理解する
ことができる。
【評価】ワークシート 定期考査

身近な話題について相手に質問したり、質問
に２文以上で答えたりすることで、ある程度
長いやり取りができる。
【評価】活動の観察 インタビューテスト

聞いたり読んだりした内容について、自分の
感想・意見やその理由を、簡単な表現を使っ
て話すことができる。
【評価】活動の観察 スピーチ

身近な話題について、自分の意見をその理由
を交えて書いて伝えることができる。
【評価】 ワークシート 定期考査

３年前期

身近な話題に関するまとまりのある英文を聞
いて、概要や要点を理解することができる。
【評価】活動の観察 リスニングテスト

身近な話題に関するまとまりのある英文を読
んで、概要を捉えることができる。
【評価】ワークシート 定期考査

予定や願望を相手に伝え、質問に答えること
ができる。
【評価】活動の観察 インタビューテスト

聞いたり読んだりした内容について、概要を
簡単な表現を使って話すことができる。
【評価】活動の観察 スピーチ

予定や願望について、読み手に正しく伝わる
ように３文程度で書くことができる。
【評価】 ワークシート 定期考査

２年後期

身近な話題や過去の出来事に関する英語を聞
いて、概要を理解することができる。
【評価】活動の観察 リスニングテスト

身近な話題や過去の出来事に関する短い文章
を読んで、概要を理解することができる。
【評価】ワークシート 定期考査

身近な人や物、過去の出来事などについて相
手に伝え、質問に答えることができる。
【評価】活動の観察 インタビューテスト

自分の経験について、過去形を使って簡単な
説明をすることができる。
【評価】活動の観察 スピーチ

過去の出来事について、読み手に正しく伝わ
るように３文程度で書くことができる。
【評価】 ワークシート 定期考査

２年前期

身近な話題について、英語を聞いて概要を捉
えることができる。
【評価】活動の観察 リスニングテスト

身近な話題について書かれた短い文章を読ん
で、概要を捉えることができる。
【評価】ワークシート 定期考査

身近な話題について相手に質問したり、質問
に答えたりすることができる。
【評価】活動の観察 インタビューテスト

身近な話題や自分の関心のある事柄につい
て、簡単な説明をすることができる。
【評価】活動の観察 スピーチ

身近な話題や自分の関心のある事柄につい
て、２～３文程度の文章を書くことができ
る。
【評価】 ワークシート 定期考査

１年後期

簡単な自己紹介や身の回りのことに関する英
語を聞いて、必要な情報を理解することがで
きる。
【評価】活動の観察 リスニングテスト

簡単な自己紹介や身の回りのことに関する英
文を読んで、必要な情報を読み取ることがで
きる。
【評価】ワークシート 定期考査

自分のことや身の回りのことについて、簡単
な質問に答えることができる。
【評価】活動の観察 インタビューテスト

簡単な自己紹介をすることができる。
【評価】活動の観察 スピーチ

簡単な自己紹介文を書くことができる。
【評価】 ワークシート 定期考査

１年前期

あいさつや日常生活の身近な語句・表現を聞
いて、その意味を理解することができる。
【評価】活動の観察

日常生活の身近な語句・表現の意味を理解す
ることができる。
【評価】ワークシート 定期考査

あいさつに答えることができる。
【評価】活動の観察

日常生活の身近な語句・表現を発音すること
ができる。
【評価】活動の観察

日常生活の身近な語句・表現を書くことがで
きる。
【評価】 ワークシート 定期考査

〈第２学年の学習到達目標〉  英語を用いて、身近な話題についてコミュニケーションを図ることができる。
〈第１学年の学習到達目標〉  英語を用いて、自分のことや身の回りのことについてコミュニケーションを図ることができる。

CAN-DO形式での学習到達目標リスト（令和5年度版）
秋田県立本荘高等学校定時制課程

〈卒業時の学習到達目標〉   １．比較的平易な英語を聞いたり読んだりして、身近な話題について概要や要点を把握したり、話し手や書き手の意向などを理解したりすることができる。 
               ２．比較的平易な英語を話したり書いたりして、身近な話題に関する事実や自分の考え・気持ちなどを伝えることができる。
〈第３・４学年の学習到達目標〉英語を用いて、考えや事実を示しながら、身近な話題についてコミュニケーションを図ることができる。


